Establishment of “Uchiwake daimyo " in Sendai Clans : The Case of Ichinoseki and Iwanuma Clans by 蝦名  裕一
仙台藩における内分大名の成立 : 一関藩と岩沼藩
を事例に
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図中の地名 現在の地名 図中の地名 現在の地名
音無シ瀧 村田町村田ダム付近「音羽滝」 くわから沢 名取市愛島笠嶋「桑唐堰」
谷山 村田町足立 西方丘陵地 新川 岩沼市 字吹上付近
権現森 旧村田町・小泉村境「権現森」 立石・韮神山 村田町沼辺　立石、韮神
こうの森 村田町沼田 字鴻ノ巣 羽山 柴田町小成田　字羽山
けいせいはか 村田町沼田 字中屋敷「傾城墓」 いと神 柴田町成田字　井戸上
竹内塚 村田町沼田　字竹ノ内付近 やちの森 村田町沼辺　字谷地根入
絵図中の地名と現在の地名（注 20）
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    寛文弐年八月廿八日
　　　       鈴木太郎左衛門 （花押）
 　　　　     大立目市左衛門 （花押）
 　　　　     平田八兵衛　  （花押）
      　　　     平田縫殿助者依病死加判無之

































  　　　   御境目付検使　 大町内膳 （花押）
      同　　  早川勘解由 （花押）
     同御目付　 　  入江左大夫 （花押）
      同　 　 山本三郎兵衛 （花押）
     名取御郡司  鹿俣五左衛門 （花押）






図 4-2 岩沼藩の領域（国土地理院 1/25000 地形図をもとに作成）
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　　　  後之御目付 　 小国七右衛門　 　（花押）
　　　  究前之御目付 　 山本三郎右衛門　　（花押）　　　    
  究前之御目付 　 入江左太夫 　（花押）
　　　  後之御境同御検使　　 上田帯刀 　（花押）
　　　  究前之御境目御検使　 早川勘解由 　（花押）





　　　   寛文四年閏五月十三日
　　　     佐々木権右衛門 　（花押）
　　　     多田杢右衛門　 　（花押）
　　　     新妻隼人　 　（花押）
   柴田外記殿
   大條監物殿
   茂庭周防殿
   原田甲斐殿
   富塚内蔵充殿
　これによると、一関藩の境目検分作業は寛文 2年（1662）7月 27日より 8月 2日まで南側藩境





































　　　   両度之郡司 志賀小右衛門　 　（花押）
　　　   両度之郡司　 今泉与五右衛門 　（花押）
　　　   両度之郡司　 大原久左衛門　 　（花押）　　　    
   後之郡司　 相原喜兵衛
　　　   両度　  相原助左衛門
　　　   両度之御郡司　 小川縫殿充　 　（花押）
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川と北上川の中央で分割する「片瀬片川」で決着した（注 25）。しかし、これにより両後見人と
奥山の確執は決定的なものとなった。さらに仙台藩内でも奥山専政体制に対する批判が高まった
























図中の地名 現在の地名 図中の地名 現在の地名
剣の山 岩手・秋田県境 剣岳 あさみかわけ 一関市 大薊山
駒ヶ嶽山 岩手・宮城県境 栗駒山 松きべ 一関市 祭畤山
  〃 栗原市 東栗駒山 大たかて 奥州市（旧衣川村）高手山
おふすめ川 一関市 産女川 とゝ乃木川 奥州市（旧衣川村）外ノ木沢
沼ヶ森山 栗原市栗駒沼倉沼ノ森 まうつ川 奥州市（旧衣川村）真打川
猫山 一関・栗原市境 猫ヶ森 南又 奥州市（旧衣川村）南股川
地鏡山 一関市 自鏡山 一本木 一関市（旧花泉町）一本木
図 5-1　「伊達兵部大輔知行境目絵図」（トレース図）













































図 5-2　一関藩の領域（国土地理院 1/25000 地形図をもとに作成）
*斜線部で囲んだ範囲は田村氏一関藩の藩領。 
田村氏一関藩は、図中の領域のほか、 
磐井郡東山 11か村が含まれる［大島 2006］。 
































































































（3） 国史大系編修会編『徳川実紀 四』（吉川弘文館、1964）164頁、明暦元年（1655）10月 28日条。
（4）前掲『徳川実紀　四』250頁、明暦 3年（1657）12月 21日条。
（5）『江戸幕府日記第一編之二　万治年録』（野上出版、1986）、万治 3年（1660）8月 25日条。




































































































































1-2 「一関城」の描写（拡大） 1-3 達谷窟の描写（拡大）

















4-2  北側藩境の「新町」と「鳥屋」 4-3
東側藩境の
「柵場」
（拡大）
